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注：超硬チップの月間生産能力は記入要領に具体的に能力 

算定基準の条件設定がなされていますのでそれを参照 
してください。 
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3. 労 務 4．生 産 能 力 

統計調査番号 調 査 票 番 号 事 業 所 番 号
都道府県 整 理 番 号年 月分 

（　　 年 月 日作成） 
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項 目 

品 目 

項 目 
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ド リ ル（木工用を除く）

ミ ー リ ン グ カ ッ タ

ギヤーカッタ（ねじフライスを含む）

ブ ロ ー チ

タップ･ダイス（ ハンドタップ、ドリルタッ
プ、パイプタップを含む ） 

リ ー マ ・ バ イ ト ※注１

ダ イ ヤ モ ン ド ド レ ッ サ

グ ラ イ デ ィ ン グ ホ イ ー ル

カ ッ テ ィ ン グ ソ ー

セ グ メ ン ト 工 具

ダイヤモンド切削工具  （ バイト、カッタ、リーマ、ドリ
ル、フライス、エンドミル等） 

その他のダイ
ヤモンド工具（ 

（ 

ダイヤモンドビット、ダイヤモンドダイス、 
ガラス切、かたさ試験機用圧子、ポイント等 ） 

） 

Ｃ（Ｗ）Ｂ Ｎ 工 具 ※注２
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）個（量数
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Ｃ 
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）個（量数

Ａ 
）円千（額金
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注1：リーマはハンドリーマを含み、バイトは自家使用を除き完成バイト、付刃バイト、精密バイト等を含む。 
注2：ダイヤモンド工具、C（W）BN工具は焼結体を含む。
注3：超硬チップの消費数量は、あなたの工場で実際に生産した超硬チップのうち、当該調査期間中にバイト、カッタ、ドリル、エンドミル、 

その他の製品工具に取り付けられた個数を記入してください。 

超硬チップ※注３（ 
（ 

ボールペン用及び 

ボールペン用及び 

スパイク用を除く 

スパイク用を除く 

） 
） 超硬サーメットチップ

超 硬 バ イ ト 

超 硬 カ ッ タ 

超 硬 ド リ ル

超硬エンドミル

その他の 
超硬工具 

自家使用を除く 
ダイス、ロックビット、リーマ、レースセンター、オーガビット、
コールカッタービット、コールビット、コーアビット等 
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１―１．製 品 

１―２．製 品 

超
硬
工
具

（自家使用を除く）

（自家使用を除く）

（自家使用を除く）

（自家使用を除く）

経済産業省生産動態統計調査

秘 機 械 器 具 月 報（その２４） 

（2025年 月 分） 

機 械 工 具

令和 4．12 改正 経 済 産 業 ）室計統態動業工鉱（省

経 済 産 業 省 生 産 動 態 統 計 

提 出 先 経 済 産 業 大 臣 

提 出 期 日 翌 月 15 日 

提 出 部 数 1 部 

基 幹 統 計
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